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	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


考察

  この研修では現在、全国的に流行している新型インフルエンザがどのように感染したのか、また、その予防法やワクチン、タミフルについて等、八戸保健所の専門の職員の方の意見、知識を聞く事ができました。実際に南寿の里で行っている予防法の中にはこの研修で学んだことと違うものもありました。今後、この研修で得たことを予防の対策として取り入れていきたいと感じました。また、嘔吐や下痢罹患者への対処法についての講義もあり、特に夜間帯での職員数が限られる南寿の里では職員一人ひとりの正確な対処への知識習得やマニュアルの見直し、改善が必要なのではないかと感じました。

研修内容

1 新型インフルエンザについて

（1）インフルエンザとは…

・毒性はさほど強くなく、厚生労働省の指示により現在では季節性のインフルエンザと同様の対

応を行っている。

・新たな病原菌である為、ほとんどが免疫を持たない為、未だ大流行を起こす可能性がある。

・低温と乾燥を好む。

・妊婦や乳幼児、糖尿病罹患者など、免疫、抵抗力の低下している方は重症化する恐れがあり、最悪の場合、死に至るケースもある。

・季節性のインフルエンザでは毎年約1000万人が感染し、約1万人が死亡している。

（2）季節性と新型の違い

· 新型は多くの人が免疫を持っていない為、通常は流行、感染しない季節である夏でも流行する可能性があり、季節性のものより感染力が強い。

· 新型のワクチンは数に限りがあり、国民全体へ行き渡らない。1400万人から1700万人分ほどとされている。

（3）インフルエンザと診断された場合

· 必ずしも新型か、季節性かを判別する必要はない。医療機関受診方法、治療法、薬は全て同じである。　

しかし･･･

1． 受診する医療機関へあらかじめ電話をする。

2． その医療機関の指示に従う。

3． 必ずマスクを着用し受診すること。

· 医療機関の待合室には感染している、または感染しやすい患者が集中している。感染を広げる事は絶対にしてはいけないこと。　

　

　（4）予防

· ワクチンの摂取

· 日頃からの健康管理

例）十分な休養、睡眠。

　　バランスのとれた食事

　　運動の習慣　　　　　　など

· 飛沫感染予防

· マスクの着用

· うがい、手洗い、速乾性消毒用アルコールでの手指や環境の消毒

(イソジンでのうがいは喉の粘膜の良性の菌も殺してしまう為、常用は望ましくない)

2 嘔吐、下痢発生時の対応

便や嘔吐物の処理は、処理する介助者自身への感染と施設内への感染拡大を防ぐ為、適切な方法で、迅速かつ確実に行うことが必要です。

(1)あらかじめ準備しておくべき物品

· 使い捨て手袋(プラスチック、ゴム、ビニールなど)

· マスク

· ガウン、エプロン

· 拭き取る為の布(使い捨て)やペーパータオル

· ビニール袋

· 専用バケツ

· 次亜塩素酸ナトリウム(ミルトン、ハイターなどが代表される)

　

　　(2)処理方法

· 処理する場所には処理する職員以外は近付かないようにする。

· 専用バケツに次亜塩素酸ナトリウム液を作る。

· 処理をする職員は使い捨て手袋とマスク、ガウンまたはエプロンを着用する。

· 処理時と処理後は十分に換気を行う

· 排泄物、嘔吐物は使い捨ての布やペーパータオルで外側から内側に向けて拭き取り、拭き取った面を折り込みながら拭き取る。

· 同一面で拭き取ると汚染を広げてしまう。

· 使用した物品はすぐにビニール袋に入れ処分する。

· 処理後は必ず手洗いをすること。

(3)汚物が付着したリネン類、衣類

　　汚物が付着したおむつ、リネン類を取り扱うときは、取り扱った人の手にウイルスや細菌が付着し、感染拡大の可能性がある為、二次感染を防ぐ為にも適切な処理が必要である。

· 使い捨て手袋とマスク、ガウンやエプロンを着用し、直接触れたり、飛沫を吸い込んだりしないように防護する。

· リネン類はビニール袋に入れ、周囲を汚染しないように十分注意する。

· 次亜塩素酸ナトリウムでの消毒後、他のものと分けて洗濯する。

· 衣類は60℃の熱湯で煮沸し、リネン類と同様の対応を行う。

(4)手洗い

· 石けんを使い、十分にこすり、水で洗い流す事により病原菌は大幅に減少する。

· 手洗い後は共用の手拭タオルは使用せず、ペーパータオルや個人用のタオルを使用すること。

· ノロウイルスにはアルコールによる消毒はあまり効果がない。石けんによる手洗いを優先すべきである。

(5)トイレ

· 有症者が使用するトイレは限定し、未発症者が使用しないようにする。

　　(6)食器類、食べ残しの処理

· 食器の回収には使い捨て手袋を使用し、食べ残しには直接触れないようにする。

· 嘔吐物で汚れた食器類は調理場外で消毒してから調理場へ戻す。

(7)発症者への対応

· 速やかに嘔吐物、便、汚染した衣類を処理し。当日はなるべく他者との接触を避ける。

· 安易に下痢止め等の常備薬を飲ませたりさせず、医療機関を受診する。
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